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                     実施期間  平成１５年度～平成１７年度 

                     地理地殻活動研究センター 

                     地殻変動研究室   今給黎哲郎・西村卓也 
 

１．研究の背景と概要 

 国土地理院では全国約 1,200点の電子基準点を展開し、連続的な GPS観測により地殻変動を監

視している。平成 15年度からは、ほとんどの観測点において常時接続化が行われ、地殻変動の監

視も常時行える環境が整備された。しかしながら、リアルタイム測位による地殻変動の把握と、

変動から断層やダイクの貫入などのモデルを作成することを短時間で行う手法については、まだ

十分に確立されているとは言えない。例えば 2000年３月の有珠山噴火に際しては、火山性の地震

が活発化し始めてから２日後に緊急火山情報第１号が発表されているが、この発表に至る火山噴

火予知連絡会の検討時には電子基準点による地殻変動観測結果は間に合わず、翌日の緊急火山情

報第２号が発表される際の参考となった。また、同６月の三宅島噴火の際には、火山性の地震が

活発化し始めてから数時間で西側山腹へのダイクの貫入が起こったと見られ、緊急火山情報も活

動活発から１時間程度の時点で出されている。この現象を示す GPS観測結果は半日後の噴火予知

連絡会に提出されたものの、緊急火山情報発表時にはやはり間に合っていない。 

 本課題では、電子基準点リアルタイムデータにより１時間以内に地殻変動モデルを作成するた

めに１０分以内の短時間で１cm 程度の変動を検出する手法の開発とシステムの試作を行うこと

を目標としている。 

 

２．データ解析手法の検討 

 電子基準点リアルタイムデータの処理手法として、いくつかの手法について資料等に基づきそ

れぞれの特長を検討した。対象とする現象の変動速度、それを捉えるための時間分解能、測位精

度、欠測・初期化への対応などを勘案した場合、一般的なＲＴＫ手法や補正情報を作成・利用す

るネットワーク型ではなく、データの中断に対して復帰・連続性の確保が容易な Epoch by epoch

解析手法を選択することとした。これは、短時間の測位精度においてはどの手法によっても大き

な差がないと見られる一方、火山などの観測を想定した場合、特に通信状態が不安定となる可能

性があり、地殻変動の情報が必要な時間帯に欠測が生じるという自体を避けるためには、１エポ

ックでアンビギュイティを決定して測位を行う Epoch by epoch手法（システム商標名 Real Time 

Dynamic / RTD）が有利と判断したからである。 

 上記の方針について、リアルタイム測位、地殻変動監視に関係する専門家による研究推進委員

会にも諮り、助言等を得て、実際の開発を実行した。 

 

３．Epoch by epoch手法による電子基準点リアルタイムデータ解析システムの試作 

 電子基準点リアルタイムデータを地理院内に設置されている GEONET の通信管理装置から直

接分岐し、これを Epoch by epoch手法を用いたリアルタイム電子基準点解析システムに入力して

解析を実行する装置を試作し、実験的な解析を行った。 

 GEONETの通信管理装置では、測位サービス用および内部的なリアルタイム解析用に RTCM形



 

 

式のリアルタイムデータを作成しているが、観測点番号を指定して LAN を通じた通信により 30

点までのデータを取り込む「リアルタイム情報通信制御装置」、およびそのデータを Epoch by epoch

手法で解析する「リアルタイム GPS解析処理装置」を本課題で試作した。 

（構成図参照） 

 

 現行の GEONET リアルタイム通信管理装置で取り扱っている RTCM 形式のリアルタイムデー

タは type18,19であり、ここには衛星からのコードデータと搬送波位相データが含まれるものの、

放送暦、観測点の概略座標などが含まれていない。概略座標値は電子基準点であるので、観測点

情報のデータベースから前もって用意することが可能であるが、リアルタイム解析時に必要な暦

（GPS 衛星の軌道情報）は別途入手する必要があるため、地理院構内にある観測点から別途リア

ルタイムデータ（受信機形式 RAWデータ）を取得することとした。 

 上記の構成・設定により動作を確認し、試験的に伊豆地区の２９点のリアルタイム解析 

を試験的に実施した。 

 

４．今後の予定 

 観測結果の精度検証、結果の表示、測位結果のモデル作成システムへの出力機能などの開発、

およびリアルタイムデータから地殻変動モデルを作成するプログラムの開発については、１６年

度に実施する予定である。 

 


